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　（１）　会　　員

　　　　　図るため、競技団体・協力団体・友好団体との懇親会を実施し、相互の
　　　　　交流を図った。

　　　　　＊平成２９年１月１２日（木）　　東京  帝国ホテル　  

平成２９年３月

　　　　 　 連盟の運営をより円滑かつ効率的に推し進めつつ、組織の強化拡充を

 ８５,８７６名２３,３６４名(１３,４９７名) ６２,５１２名

　（２）　組織の充実強化

　　　  ２）競技団体、協力団体、友好団体との懇親会の開催

平成２８年度の会員数は、 ２.４％増加した。

１．組織に関する事項

２２,８８０名(１３,１６０名)

　　　　　平成２８年度における会員数の推移は次表のとおりである。

 ８３,７８５名平成２８年３月

成　　年　　会　　員
( )内はｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ会員数

平成２８年度　会員数の推移

６０,９０５名

合　　計少 年 会 員

　　　　　＊平成２８年１２月１０日（土）　　東京  浅草ビューホテル

　　　  １）地区協議会幹事長･書記長会議の開催

　　　　 　 連盟の運営をより円滑かつ効率的に推し進めつつ、組織の強化拡充を
　　　　　図るため、地区協議会幹事長・書記長会議を実施した。
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　２．実施した事業

　　（１）競技会の開催、参加

１）国　内　大　会

大　会　名 開催地 開催場所 参加人員等 摘　　要

7/30
～8/2

第４３回全国高等学校
空手道選手権大会

山口県 ながと総合体育館
参加選手
２０１校
８６５名

高体連と共催

7/30
平成２８年度全日本

少年少女武道（空手道）
錬成大会

東京都 日本武道館
５１２チーム
２，３１１名

日本武道館と共催

8/6
～8/7

第１６回全日本少年少女
空手道選手権大会

東京都 東京武道館
参加選手

２,２４１名
自主事業

8/26
～8/28

第２４回全国中学生
空手道選手権大会

新潟県 朱鷺メッセ
参加選手
４７３校

１,１１７名
中学校連盟と共催

9/24
～9/26

日本スポーツマスターズ
２０１６空手道競技会

秋田県 秋田県立武道館
参加選手

延べ６６５名
日本体育協会、秋田県、
秋田県体育協会と共催

10/8
～10/10

第７１回国民体育大会
空手道競技会

岩手県 岩手県営武道館
参加人数

４７都道府県
３６６名

文部科学省、日本
体育協会、岩手県、

盛岡市と共催

10/15
第１２回全日本障がい者

空手道競技大会
東京都 東京武道館

参加選手
２３６名

スポーツ安全協会
助成事業

12/10
～12/11

第４４回全日本空手道
選手権大会

東京都
東京武道館(10日)
日本武道館(11日)

参加選手
６１０名

スポーツ振興センター
助成事業

3/26
～3/28

JOCジュニアオリンピックカップ

第36回全国高等学校
空手道選抜大会

大分県 別府市総合体育館
参加選手
１６９校

１，４４４名

JOCジュニア
オリンピックカップ

高体連と共催

3/28
～3/30

JOCジュニアオリンピックカップ

彩の国杯第11回全国
中学生空手道選抜大会

埼玉県 埼玉県武道館
参加選手

４７都道府県
９４９名

JOCジュニア
オリンピックカップ

開　催
年月日
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　　２）　国　際　大　会

大　会　名 開催地 開催場所 参加人員等 摘　　要

4/16
～4/17

プレミアリーグ
オーストリア
ザルツブルグ

スポーツホール
アルペンシュト
ラッセ

参加国59ヶ国
参加人数710名
日本選手14名

世界空手連盟

6/17
～6/19

第５回東アジアジュニア＆
カデット、第６回東アジア
シニア大会

台湾、桃園

ナショナル・
ジョングリ・コ
マーシャル・ハ
イスクール

参加国6ヶ国
参加人数148名
日本選手44名

東アジア空手道連盟

9/23
～9/25

プレミアリーグ
ドイツ
ハンブルグ

スポーツホール
ハンブルグ

参加国72ヶ国
参加人数1164名
日本選手14名

世界空手連盟

10/1
～10/2

プレミアリーグ 日本、那覇市
沖縄県立武道
館

参加国30ヶ国
参加人数317名
日本選手126名

世界空手連盟

10/25
～10/30

第２３回世界空手道選手権
大会

オーストリア、
リンツ

ティップスアリー
ナ

参加国110ヶ国
参加人数1,049名
日本選手24名

世界空手連盟

11/21
～11/28

第１５回アジアジュニア＆
カデット、－２１大会

インドネシア、
マカッサル

セレベスコンベ
ンションセン
ターホール

参加国24ヶ国
参加人数758名
日本選手34名

アジア空手道連盟

1/27
～1/29

プレミアリーグ フランス、パリ
クーベルタン
スタジアム

参加国75ヶ国
参加人数1,217名
日本選手40名

世界空手連盟

 

 

 

 

開　催
年月日
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　　（２）指導者の育成と競技力向上のための事業

　　１）研修会・講習会の開催

行　　　事　　　名 開　催　場　所 参 加 人 員 等 摘　　　要

6/4
第１回A級審判員対象組手審
判講習会

日本空手道会館
講　師　　　２名
受講者　　１１名

自主事業

7/9
第２回A級審判員対象組手審
判講習会

日本空手道会館
講　師　　　２名
受講者　　１３名

自主事業

8/22
第３回A級審判員対象組手審
判講習会

日本空手道会館
講　師　　　２名
受講者　　１８名

自主事業

9/10
平成２８年度
１・２級資格審査員研修会

日本空手道会館
講　師　　　５名
受講者　　６９名

自主事業

9/11

平成２８年度
日本体育協会公認
コーチ・上級コーチ更新
義務講習会

日本空手道会館
講　師　  　５名
受講者  ２３３名

自主事業

10/7
国民体育大会等における形
審判員対象研修会

岩手県営武道館
講　師　　　５名
受講者　　４２名

自主事業

11/4
～11/6

平成２８年度
日本体育協会公認コーチ
養成専門科目講習会(前期)

日本空手道会館
講　師　　　５名
受講者　　７３名

日本体育協会
委託事業

12/16
～12/18

平成２８年度
日本体育協会公認コーチ
養成専門科目講習会(後期)

日本空手道会館
講　師　　　４名
受講者　　７３名

日本体育協会
委託事業

1/7
～1/8

平成２８年度
女性会員対象技術・審判講
習会

日本空手道会館
講  師　  　　 　８名
受講者(技術講習)125名
　　　(審判講習) 92名

自主事業

1/20
～1/22

平成２８年度
日本体育協会公認
上級コーチ養成
専門科目講習会

日本空手道会館
講  師　  　５名
受講者　　５４名

日本体育協会
委託事業

2/4
～2/5

平成２８年度
スポーツ指導者研修会

愛媛県武道館
講　師　　　６名
受講者　　４０名

自主事業

開　催
年月日
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2/25
～2/26

平成２８年度
日本体育協会公認
スポーツ指導者講師
競技別全国研修会

日本空手道会館
講　師　　　６名
受講者  　３０名

日本体育協会
委託事業

　　２）流派別形講習会の開催

行　　　事　　　名 開　催　場　所 参 加 人 員 等 摘　　　要

3/18 剛柔流、和道流 日本空手道会館

講師（剛柔流）　２名
受講者　　　　９８名
講師（和道流）　２名
受講者　　　　３５名

自主事業

3/19 松濤館流、糸東流 日本空手道会館

講師（松濤館流）３名
受講者　　　１５５名
講師（糸東流）　２名
受講者　　　　８６名

自主事業

　　３）３級資格審査員研修会の開催

開　催　場　所 地　区 参 加 人 員 等 摘　　　要

6/12
札幌市・
北海道立総合体育センター

北海道
講　師　　　１名
受講者　　１８名

自主事業

7/17
三重県鈴鹿市・
鈴鹿市武道館

東　海
講　師　　　２名
受講者　　３１名

自主事業

9/18 仙台城南高等学校 東　北
講　師　　　４名
受講者　　３５名

自主事業

3/12 日本空手道会館 関　東
講　師　　　４名
受講者　　５１名

自主事業

3/12
京都市・
京都テルサ

近　畿
講　師　　　４名
受講者　　８４名

自主事業

開　 催
年月日

開　催
年月日
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４）選手強化

国内合宿

合　　宿　　名 開催場所 参加人員等 摘　要

4/2
～4/3

選手強化事業
強化選手選考会

日本空手道会館
選考委員８名

選考会参加者２２３名
自主事業

4/23
～4/24

選手強化事業
ジュニア

強化選手選考会
日本空手道会館

選考委員８名
選考会参加者１７１名

自主事業

5/20
～5/22

選手強化事業
第１回強化合宿

（シニア・ジュニア合同）
日本空手道会館

スタッフ　１８名
選　手　１２３名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

6/3
～6/5

選手強化事業
第２回強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１５名
選　手　６２名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

7/8
～7/10

選手強化事業
第３回強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１９名
選　手　７３名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

8/20
～8/24

選手強化事業
第４回強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１７名
選　手　８０名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

9/16
～9/18

選手強化事業
第５回強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１５名
選　手　６５名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

9/28
～10/21

プレミアリーグ沖縄大会
合宿

日本空手道会館
スタッフ　９名
選　手　４４名

沖縄県助成事業

10/19
～10/3

選手強化事業
第６回強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１４名
選　手　３４名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

7/22
～7/24

選手強化事業
第２回ジュニア
選手強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１３名
選　手　４９名

ミズノスポーツ
振興財団
助成事業

10/14
～10/16

選手強化事業
第３回ジュニア
選手強化合宿

日本空手道会館
スタッフ　１１名
選　手　４７名

日本オリン
ピック委員会
委託事業

海外合宿

合　　宿　　名 開催場所 参加人員等 摘　要

開催なし

開　催
年月日

開　催
年月日
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　　５） 公 認 資 格 審 査 会 及 び 講 習 会

（Ａ）公 認 段 位 審 査 会 

区　分 段　位 受審者数 合格者数

４　段 27 10
５　段 7 2
４　段 22 7
５　段 20 9
４　段 10 10
５　段 1 1
４　段 24 18
５　段 13 10
４　段 10 5
５　段 4 1
４　段 79 38
５　段 37 28
４　段 98 73
５　段 92 63
４　段 31 20
５　段 15 15
４　段 6 5
５　段 6 5
４　段 16 10
５　段 9 7
４　段 50 34
５　段 19 16

810 428
12/9 推薦段位 日本空手道会館会議室 ４　段 1 1

５　段 1 1
６　段 2 2
７　段 1 1
８　段 1 1

6 6
816 434

 　４段位合格者 230名 推薦 ４段位以上合格者 1名
 　５段位合格者 157名 推薦 ５段位以上合格者 1名
 　６段位合格者 28名 推薦 ６段位以上合格者 2名
 　７段位合格者 12名 推薦 ７段位以上合格者 1名
 　８段位合格者 1名 推薦 ８段位以上合格者 1名

　４段位以上受審者 810名 　　推薦段位受審者 6名
　　　〃　　　 合格者 428名 　　　　〃　　 合格者 6名

平成２８年度の段位保有者数は、4.0％増加した。

　　　　　　　　　平成２８年度　段位保有者数の推移（公認少年段位を除く）

平成28年3月 初段 12,820　弐段 7,415　参段 10,245　四段 2,017　五段 1,933　六段 537　七段 307　八段 32 計　35,306

平成29年3月 初段 13,241　弐段 7,802　参段 10,649　四段 2,072　五段 2,046　六段 552　七段 316　八段 32 計　36,710

12/3
～12/4

７　段 12

(少年初段　3136 名　・少年２段　596 名　・初段　3558 名　・２段　1520 名　・３段　705 名)

128 28

計
合　　　計

平成２８年度　初段～３段位登録者（合格者)　9,515 名

1

53

計

日本空手道会館

日本空手道会館 33

8/28

11/13

日本空手道会館

九　州

札幌市・北海道立総合体育センター

仙台城南高等学校

2/19

11/19

1/28

2/18

6/25

東　北

実業団

8/18 高体連

4/24

6/4

6/12

北海道

東　海

愛媛県松山市・愛媛県武道館

岡山市・岡山工業高等学校体育館

宮崎市・KIRISHIMAツワブキ武道館

北信越

日本空手道会館

近　畿

中　国

四　国

日本空手道会館

エディオンアリーナ大阪

開　催　日

６　段

3/5 ８　段

兵庫県尼崎市・ベイコム総合体育館

関　東

12/4

会　　　　　　　場

長野県上田市・上田創造館

三重県鈴鹿市・鈴鹿市武道館
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（Ｂ）公 認 審 判 員 審 査 会

区　分 受審者数 合格者数
4/9 組手審判員 新規
～4/10 （東京）日本空手道会館 285 40
4/16 （大阪）エディオンアリーナ大阪 Ａランク
～4/17 254 45
5/7 （東京）日本空手道会館 形　審判員 新規
～5/8 24 20

保留
0 0

北信越 組手審判員 11 8
地　区 形　審判員 0 0
東　海 組手審判員 21 12
地　区 形　審判員 7 7
四　国 組手審判員 9 9
地　区 形　審判員 2 2
中　国 組手審判員 5 5
地　区 形　審判員 4 2
関　東
地　区 形　審判員 25 23
近　畿 組手審判員 24 14
地　区 形　審判員 9 9
関　東 組手審判員 32 26
地　区
北海道 組手審判員 1 1
地　区 形　審判員 2 2
九　州 組手審判員 13 12
地　区 形　審判員 7 7
東　北 組手審判員 4 4
地　区 形　審判員 2 0

計 741 248

全国審判員合格者
組手審判員 40名

          組手審判員 Ａランク 45名
          形　審判員 20名

       計 105名

地区審判員合格者
組手審判員 91名
形　審判員 52名

       計 143名

     合　  計 受審者 741名

     合　  計 合格者 248名

平成29年3月 組手：都道府県 1,533 地区 2,208 全国 1,059　形：都道府県 655 地区 729 全国 231 計　6,415

平成２８年度の審判有資格者数は、4.0％増加した。

2/18 宮崎市・KIRISHIMAツワブキ武道館

2/18
～2/19

仙台城南高等学校

平成２８年度　審判有資格者数の推移

平成28年3月 組手：都道府県 1,392 地区 2,269 全国 1,043　形：都道府県 531 地区 713 全国 219 計　6,167

開　催　日 会　　　　　　場

全国組手
審判員
及び全国
形審判員

1/14
～1/15

札幌市・北海道立総合体育センター

7/3 山梨県甲府市・小瀬武道館

8/27 エディオンアリーナ大阪

11/12 日本空手道会館

4/23
～4/24

長野県上田市・上田創造館

6/11 愛媛県松山市・愛媛県武道館

6/4
～6/5

三重県鈴鹿市・鈴鹿市武道館

6/26 岡山市・岡山工業高等学校体育館
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（Ｃ） 公益財団法人 日本体育協会公認空手道指導員･上級指導員更新義務講習会

地　　区 受講者数

7/3 関　東 山梨県甲府市・小瀬武道館 179

7/17 東　海 三重県鈴鹿市・鈴鹿市武道館 102

7/17 近　畿 エディオンアリーナ大阪 108

8/28 四　国 愛媛県松山市・坊ちゃんスタジアム内スポ－ツフロア－ 28

9/18 東　北 仙台城南高等学校 51

10/16 九　州 福岡市・九州産業大学体育館 45

10/30 中　国 岡山市・岡山工業高等学校体育館 22

11/3 北信越 長野県松本市・松本市庄内体育館 47

計 582

（Ｄ）少年対象指導者講習会の開催

開催場所 参加人員

8/16
～8/18

日本空手道会館
講　師１２名
受講者８０名

9/2
～9/3

宮城県石巻市立門脇
中学校

研究者　５名
研究協力者３名

2/14
～2/16

静岡県武道館
講　師　７名
受講者１７名

（Ｅ）公 認 称 号 審 査 会

称　号 受審者数 合格者

12/9 日本空手道会館　　会議室 範　士 0 0

12/9 日本空手道会館　　会議室 教　士 23 23

12/9 日本空手道会館　　会議室 錬　士 71 71

計 94 94

第7回全国空手道
（部活動）指導者研修会

日本武道館と共催

中学校武道授業（空手道）
指導法研究事業

日本武道館と共催

平成28年度学校空手道
実技指導者講習会

スポーツ庁と共催

平成２８年度の指導者有資格者数は、16.9％増加した。

開　催　日 行　　事　　名 摘　　要

開　催　日 開　　催　　場　　所

平成２８年度　指導者有資格者数の推移

平成28年3月 指導員 1,741　上級指導員 1,163　コーチ 595　上級コーチ 310 計　3,809

開　催　日

平成29年3月 指導員 2,356　上級指導員 1,120　コーチ 610　上級コーチ 367 計　4,453

会　　　　　　  場
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　（３）外国との交流事業

　　     　１）海外への派遣

行　　事　　名 派　　遣　　地 派遣人員 摘　　要

4/25
～4/28

中央アジア大会＆セミナー
カザフスタン
アルマティー

栗原茂夫
香川政夫

カザフスタン空手連盟負担

5/11
～5/17

第3回女子空手カップ
＆ 第34回ビラ・デ・マドリッド大
会

スペイン、マドリッド

高橋　昇
稲田保久

荒賀龍太郎
渡邊大輔
西村　拳
染谷香予
植草　歩
川村菜摘

岩本衣美里

スペイン空手連盟招待

5/20
～5/23

AKFトレーニングキャンプ ベトナム、タインホア
栗原茂夫

佐久本嗣男
香川政夫

アジア空手道連盟

5/23
～5/28

ベトナムオープン 　ベトナム、タインホア

栗原茂夫
高橋和夫
信川義明
中野秀人

本間絵美子
花車泰平

中野壮一郎
森優太
福岡蓮

建部実希
古野ひかる
沖田理奈
菊池瑞希

アジア空手道連盟

9/14
～9/18

空手プロ大会 アメリカ、ラスベガス
香川政夫
香川幸充
川村菜摘

カザフスタン空手連盟負担

12/15
～12/20

　空手松涛アセアン-ジャパン
2016

ベトナム、ハノイ
栗原茂夫
高橋和夫

ベトナム組織委員会負担

　　     　２）海外交流  

行　　事　　名 派　　遣　　地 派遣人員 摘　　要

11/9
～11/16

日豪友好協力基本条約
調印４０周年記念事業

オーストラリア

竹川達男
高山雅彦
渡辺純一
佐藤秀喜
在本幸司
杉野拓海

日本武道館・
日本武道協議会主催

年月日

年月日
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　（４）広報及び普及活動

　　　１）「ナイスカラテライフ」の発行・配布

発　行　回　数 年４回（２１３号～２１６号）
発　行　部　数 合計８０,０００部
配　布　先

　　  ２）中学校武道必修化推進事業「あゆみ」の発行・配布

発　行　回　数 年３回（第１２号～第１４号）
発　行　部　数 合計６０,０００部
配　布　先

　　　３）カップの寄贈

全日本少年少女武道錬成(空手道)大会
全国高等学校総合体育大会(空手道)
全日本学生空手道選手権大会
全日本実業団空手道選手権大会
全国高等学校空手道選抜大会

　（５）アンチ・ドーピング推進活動

任意の対象者に対し、ドーピング検査を行なった。

((独)日本スポーツ振興センター　スポーツ振興くじ助成事業)

会員、各都道府県連盟、地区協議会、競技団体、協力団体
武道団体、文部科学省等官公庁団体、教育委員会
報道機関、その他

全国の中学校、各都道府県連盟、地区協議会、競技団体、協力団体
武道団体、文部科学省等官公庁団体、各都道府県教育委員会
政令指定都市教育委員会、報道機関、その他
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　　３．世界空手連盟（ＷＫＦ）及びアジア空手道連盟（ＡＫＦ）関係事項

　　　（１）諸会議への出席

世界空手連盟（ＷＫＦ）の会議

会　議　名 開催地 出　席　者 摘要

組手競技委員会
9/22

& 9/23
ドイツ

ハンブルグ
香川政夫 世界空手連盟

技術委員会 10/24
オーストリア

リンツ
香川政夫

喜島智香子
世界空手連盟

スポーツ委員会 10/24
オーストリア

リンツ
香川政夫 世界空手連盟

理事会 10/24&10/28
オーストリア

リンツ
奈藏稔久 世界空手連盟

総会 10/25
オーストリア

リンツ

笹川会長
奈藏稔久
栗原茂夫
笹川善弘

世界空手連盟

アジア空手道連盟（ＡＫＦ）の会議

会　議　名 開催地 出　席　者 摘要

　シンガポール会議 ７/６～7/9 シンガポール
奈藏稔久
栗原茂夫

世界空手連盟
アジア空手道連盟

東南アジア大会 5/31～6/3
マレーシア

クアラルンプール
栗原茂夫 アジア空手道連盟

理事会 11/23
インドネシア
マカッサル

栗原茂夫
奈藏稔久

アジア空手道連盟

東アジア空手道連盟（ＥＡＫＦ）の会議

会　議　名 開催地 出　席　者 摘要

理事会 6/15 台湾、桃園
栗原茂夫
有竹隆佐

東アジア空手道連盟

開催年月日

開催年月日
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４．庶　務　事　項

　（１） 役員の異動

平成２８年６月４日
　理　事　退　任 鎌　形　　　勇 (加盟団体役員改選のため)
　理　事　退　任 浦　川　弘　光 (加盟団体役員改選のため)

平成２８年６月４日
　理　事　就　任 坂　梨　孝　美 (関東地区協議会選出)
　理　事　就　任 米　山　文　雄 (関東地区協議会選出)
　理　事　就　任 半　崎　靖　雄 (理事会推薦)

　（２） 役員会の開催

常任理事会 平成２８年　４月２２日　 平成２８年度  第１回
平成２８年　５月１４日   平成２８年度  第２回
平成２８年　９月１４日   平成２８年度  緊　急
平成２８年１０月　９日 　平成２８年度  第３回
平成２８年１２月　９日 　平成２８年度　第４回
平成２９年　３月１１日   平成２８年度  緊　急

理事会 平成２８年　５月１４日 　第１５回　  　理事会
平成２８年１２月　９日 　第１６回　  　理事会

評議員会 平成２８年　６月　４日 　第 ７ 回  　定時評議員会
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　（３） 平成２８年度空手道関係者表彰　　　　

 １）スポーツ庁　 スポーツ功労者顕彰、国際競技大会優秀者表彰(平成２７年度分)

指　導　者 林　　　　　晃 (顕彰)
古　川　哲　也 (顕彰)
古　川　哲　也 (表彰)
松　元　和　昭 (表彰)
木　下　知　子 (表彰)
今　井　謙　一 (表彰)

審　判　員 高　橋　和　夫 (顕彰)

選　　　手 川　村　菜　摘 (顕彰)
古　川　かれん (顕彰)
西　村　　　拳 (表彰)
久　保　弘　樹 (表彰)
宮　原　美　穂 (表彰)
森　口　彩　美 (表彰)
小　崎　友　碁 (表彰)
吉　村　涼　句 (表彰)
宇　海　水　稀 (表彰)

 ２）日本体育協会 公認スポーツ指導者表彰 小　松　幸　司
西　川　吉　重

国民体育大会功労者表彰 並　木　知　徳

 ３）日本武道協議会 武道功労者表章 西　谷　　　賢
武道優良団体表章 京都産業大学
少年武道優良団体表章

拳心会　荒川 (東　京)
如水会　川崎 (神奈川)
泊親会　正真館 (静　岡)
剛柔館本部道場 (静　岡)

 ４）読売新聞社 第６６回(２０１６年)日本スポーツ賞　 清　水　希　容

 ５）テレビ朝日ビッグスポーツ賞
ビッグスポーツ〝Road to 2020〟奨励賞 荒　賀　龍太郎

植　草　　　歩
 喜友名　　　諒

清　水　希　容
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事業報告の内容を補足する重要な事項はありません。

事業報告に係る附属明細書
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